









Kin Relations in a Nuclear-family Society,
England and a Stem-family Society, Japan : A



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































カーディングトン 1782 25 33 42 (12)










既婚男子 カーディングトン 1782 8 33 58 (24)
ストーク ポグエス 1831 6 44 50 (16)
コーントン 1846 4 58 38 (26)
既婚女子 カーディングトン 1782 14 18 68 (28)
ストーク ポグエス 1831 0 55 45 (20)












母 31 34 17 16 (1026)
父 28 30 17 18 (822)
成人したキョウダイ 23 37 19 20 (1702)
成人した子ども 30 37 14 10 (812)
他の親族 30 36 17 15 (1796)













母 8 40 21 27 3 (1026)
父 6 33 20 29 9 (822)
成人したキョウダイ 4 25 21 45 4 (1702)
成人した子ども 10 48 16 18 1 (812)
他の親族 3 31 26 37 1 (1796)



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































同居（％) 近居 （％) 遠居 （％） Ｎ
西宮市Ａ地区 20代 0 27.3 54.5 11
30代 0 45.5 54.5 33
40代 13.4 11.5 73.1 52
50代 29.2 12.6 56.3 48
60代 42.0 3.2 38.7 31
70代 41.6 8.3 50.0 12
80代 50.0 0 50.0 4
小計 21.4 16.7 57.1 191
柵原町Ｂ地区 20代 - - - -
30代 100.0 0 0 1
40代 40.0 20.0 40.0 5
50代 71.4 14.3 14.3 7
60代 57.2 14.3 14.3 14
70代 37.5 25.0 12.5 8
80代 50.0 0 50.0 2
















10分以内 43.0 31.7 15.6 7.5 1.6
30分以内 12.0 29.7 42.9 14.9 0.6
1時間以内 4.4 9.5 55.1 30.4 0.6
3時間以内 1.5 2.9 25.5 65.7 4.4




よくある ときどき よくある ときどき よくある ときどき
遊び相手 祖父 父方 31.8 53.2 24.2 33.5 1.0 22.1
母方 45.0 20.0 27.4 40.5 7.2 35.7
祖母 父方 44.6 40.2 20.8 39.1 1.5 24.3
母方 73.1 23.1 29.0 45.2 6.5 40.3
しつけ 祖父 父方 10.3 33.3 6.2 11.8 0 9.7
母方 25.0 35.0 4.7 29.3 1.8 21.0
祖母 父方 25.0 43.8 5.9 25.7 0 13.1
母方 50.0 34.6 11.2 38.6 3.0 28.9
出典：兵庫県長寿社会研究機構家庭問題研究所（1994、49頁）の図3-1-10より作成。表の値
は「同居」や「近居」それぞれの内訳である。例えば「遊び相手 祖父 父方」の
「同居」の「よくある」31.8％というのは、同居している父方の祖父を100とした場合、
「遊び相手」を「よくする」と答えた割合が31.8％という意味である。
＊「近居」とは1時間以内、「遠居」とはそれより遠いケース。
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他
方
、
山
間
部
の
Ｂ
地
区
で
は
同
居
か
ら
近
居
へ
と
い
う
変
化
が
見
ら
れ
な
い
。
働
く
場
所
を
求
め
て
若
い
世
代
が
都
市
へ
出
て
行
く
た
め
、
四
〇
代
以
下
の
住
民
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
経
済
企
画
庁
の
調
査
を
も
と
に
親
族
の
交
流
頻
度
を
見
て
み
る
。
表
９
に
示
し
た
よ
う
に
、
別
居
子
と
親
と
の
交
流
頻
度
は
一
〇
分
以
内
に
居
住
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
大
き
な
ち
が
い
が
出
て
い
る
。
一
〇
分
以
内
に
暮
ら
し
て
い
れ
ば
、
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
親
子
が
毎
日
会
い
、
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
週
に
一
回
以
上
会
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
親
が
週
一
回
以
上
子
ど
も
に
会
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
距
離
時
間
が
一
〇
分
を
こ
え
る
と
、
た
と
え
三
〇
分
以
内
で
行
き
来
で
き
た
と
し
て
も
会
う
頻
度
が
急
減
す
る
。
さ
ら
に
三
〇
分
を
こ
え
る
場
合
は
週
一
回
以
上
会
う
の
が
一
時
間
以
内
で
も
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
激
減
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
一
時
間
以
内
に
い
れ
ば
九
割
の
親
子
が
週
一
回
以
上
会
っ
て
い
る９
）
。
同
居
と
い
う
文
化
的
伝
統
を
も
つ
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
頻
繁
に
往
来
が
で
き
る
の
は
同
居
に
近
い
「
一
〇
分
以
内
」、
も
し
く
は
「
三
〇
分
以
内
」
の
居
住
に
限
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
最
後
に
、「
母
｜
娘
」
関
係
を
検
討
し
て
み
る
。
先
の
西
宮
市
の
Ａ
地
区
の
近
居
の
場
合
、「
三
〇
代
」
で
は
五
分
の
四
が
夫
方
の
親
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
が
、「
二
〇
代
」
に
な
る
と
妻
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
（
三
分
の
二
）。
ま
た
、
全
国
規
模
の
調
査
（
結
婚
時
の
居
住
地
）
で
も
一
九
九
〇
年
以
降
、
妻
方
居
住
が
増
え
て
い
る
。（
全
体
と
し
て
同
居
が
減
る
な
か
）
一
九
八
一
年
に
は
六
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
な
か
っ
た
妻
の
親
と
の
同
居
が
、
一
九
九
〇
年
に
は
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
倍
増
し
て
い
る10
）
。
同
居
か
ら
近
居
へ
の
移
行
に
続
い
て
、「
母
｜
娘
」
関
係
の
強
化
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
祖
父
母
と
孫
の
関
係
か
ら
見
て
も
、
遊
ん
で
も
ら
っ
た
り
、
し
つ
け
て
も
ら
う
な
ど
の
つ
き
あ
い
の
中
身
が
父
方
と
母
方
で
ち
が
っ
て
い
る
（
表
10
）。
父
方
の
祖
父
母
の
場
合
、
孫
と
同
居
し
て
い
れ
ば
関
係
が
濃
密
で
あ
る
が
、
近
居
（
一
時
間
以
内
）
に
な
る
と
少
し
希
薄
に
な
る
。
し
か
し
、
母
方
の
祖
父
母
の
場
合
、
同
居
で
も
近
居
で
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。「
母
｜
娘
」
を
中
心
と
す
る
関
係
で
は
一
時
間
以
内
の
距
離
で
も
「
近
居
」
的
な
関
係
が
保
た
れ
る
範
囲
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
全
体
と
し
て
、
日
本
の
家
族
は
イ
ギ
リ
ス
的
な
特
徴
を
も
つ
も
の
へ
変
化
し
て
き
て
い
る
が
、
近
居
と
い
う
新
し
い
居
住
パ
タ
ー
ン
で
は
、
そ
の
範
囲
お
よ
び
、
だ
れ
と
近
居
な
の
か
に
よ
っ
て
そ
の
中
身
（
関
係
の
あ
り
方
）
が
大
き
く
ち
が
っ
て
い
る
。
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今
後
の
展
望
第
三
節
、
第
四
節
の
分
析
か
ら
、
核
家
族
社
会
イ
ギ
リ
ス
の
特
徴
が
、
１
）
ネ
オ
・
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
、
２
）近
居
に
よ
る
親
密
な
親
子
関
係
、
３
）「
母
｜
娘
」
関
係
を
中
心
と
す
る
親
族
関
係
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
直
系
家
族
社
会
の
特
徴
と
考
え
ら
れ
が
ち
な
老
親
の
サ
ポ
ー
ト
を
、
核
家
族
社
会
で
あ
っ
て
も
子
ど
も
が
担
っ
て
い
た
こ
と
も
見
え
て
き
た
。
さ
ら
に
、
第
五
節
の
分
析
か
ら
、
こ
れ
ら
イ
ギ
リ
ス
の
パ
タ
ー
ン
を
比
較
の
軸
と
す
る
視
点
が
、
現
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在
の
日
本
の
家
族
を
と
ら
え
る
う
え
で
有
効
な
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
日
本
の
家
族
の
方
向
性
を
知
る
に
は
、
や
は
り
、
核
家
族
社
会
に
固
有
の
特
徴
で
あ
る
ネ
オ
・
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
の
広
が
り
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
の
う
え
で
、
近
居
し
て
い
る
親
子
（
親
族
）
の
あ
り
方
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
現
在
の
家
族
研
究
で
は
、
高
齢
期
の
再
同
居
に
注
目
が
集
ま
り
、
高
齢
期
に
再
同
居
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
「
修
正
直
系
家
族
」
で
あ
り
、
直
系
家
族
的
伝
統
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
見
方
が
主
流
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
齢
期
の
再
同
居
は
核
家
族
社
会
で
も
見
ら
れ
た
現
象
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
は
直
系
家
族
か
ど
う
か
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
、
日
本
に
お
け
る
ネ
オ
・
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
の
広
が
り
を
調
査
し
つ
つ
、
日
英
に
お
け
る
別
居
親
族
の
関
係
（
祖
父
母
に
よ
る
孫
の
育
児
や
、
高
齢
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
）
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
お
こ
な
い
、
日
英
の
異
同
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
日
本
家
族
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
注１
）
タ
イ
ト
ル
に
付
し
た
核
家
族
社
会
や
直
系
家
族
社
会
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
。
一
般
に
、
家
族
は
そ
の
形
態
的
特
徴
か
ら
核
家
族
や
直
系
家
族
、
合
同
家
族
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
家
族
形
態
に
人
々
の
家
族
規
範
を
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
が
ど
の
よ
う
な
家
族
制
度
を
有
す
る
か
を
判
断
す
る
。
森
岡
清
美
（
一
九
七
二
）
に
よ
る
と
、
家
族
形
態
と
規
範
が
一
致
し
、
そ
れ
が
社
会
の
過
半
数
を
こ
え
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
社
会
は
核
家
族
（
制
）
社
会
（
ま
た
は
夫
婦
家
族
制
社
会
）、
直
系
家
族
（
制
）
社
会
、
合
同
家
族
（
制
）
社
会
と
な
る
。
２
）
二
〇
〇
五
年
二
月
八
日
の
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紙
（G
u
a
rd
ia
n
）
よ
り
。
３
）
イ
ギ
リ
ス
の
二
〇
〇
五
年
の
国
民
統
計
に
よ
る
。O
ffice fo
r
 
N
a
tio
n
a
l S
ta
tistics
(S
u
m
m
erfield
 
a
n
d
 
G
ill ed
s.
）の
四
七
頁
の
表
４
・
３
参
照
。
４
）
英
国
は
、
周
知
の
通
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
連
合
国
家
で
あ
り
、
こ
の
四
地
域
は
歴
史
的
に
こ
と
な
る
独
自
の
伝
統
を
も
っ
て
お
り
、
家
族
の
特
徴
も
ち
が
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
家
族
史
研
究
の
中
心
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（
一
部
ウ
ェ
ー
ル
ズ
を
含
む
）
で
あ
り
、
本
稿
で
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
研
究
結
果
を
中
心
に
議
論
す
る
。
本
稿
の
タ
イ
ト
ル
は
「
イ
ギ
リ
ス
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
歴
史
的
研
究
に
言
及
す
る
場
合
、
他
の
地
域
と
区
別
す
る
た
め
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
と
記
す
。
５
）
ラ
ス
レ
ッ
ト
の
世
帯
構
造
の
分
類
は
、
夫
婦
家
族
単
位
を
中
心
と
す
る
分
類
方
法
で
あ
り
、
ハ
ン
メ
ル
ラ
ス
レ
ッ
ト
分
類
（H
a
m
m
el a
n
d
 
L
a
slett
1974＝
﹇
二
〇
〇
三
﹈）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
夫
婦
家
族
単
位
を
基
準
に
、
そ
れ
を
形
成
し
な
い
単
身
者
世
帯
（
１
）、
非
家
族
世
帯
（
２
）、
夫
婦
家
族
単
位
そ
の
も
の
で
あ
る
単
純
家
族
世
帯
（
３
）、
夫
婦
家
族
単
位
に
夫
婦
家
族
単
位
を
構
成
し
な
い
親
族
が
加
わ
っ
た
拡
大
家
族
世
帯
（
４
）、
複
数
の
夫
婦
家
族
単
位
か
ら
な
る
多
核
家
族
世
帯
（
５
）、
そ
の
他
（
６
）
の
六
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
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６
）
ラ
ス
レ
ッ
ト
は
こ
れ
を
単
純
家
族
世
帯
と
呼
ぶ
が
本
稿
で
は
論
文
の
統
一
性
を
考
慮
し
核
家
族
世
帯
と
表
記
す
る
。
７
）
一
九
六
〇
年
ま
で
伝
統
的
パ
タ
ー
ン
が
同
じ
よ
う
に
続
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、（
産
業
構
造
の
変
化
に
と
も
な
う
急
激
な
都
市
化
に
よ
り
）
都
市
で
深
刻
な
住
宅
不
足
と
な
り
、
一
時
的
で
あ
れ
、
親
夫
婦
と
子
ど
も
夫
婦
、
と
き
に
は
キ
ョ
ウ
ダ
イ
夫
婦
な
ど
が
同
居
す
る
拡
大
家
族
が
増
え
る
な
ど
、
家
族
・
親
族
関
係
が
大
き
く
変
化
し
た
（A
n
-
d
erso
n
1971
）。
産
業
化
や
都
市
化
の
初
期
段
階
で
世
帯
規
模
が
拡
大
し
た
り
、
親
族
の
同
居
が
増
え
た
り
す
る
の
は
イ
ギ
リ
ス
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
ベ
ル
ギ
ー
（A
lte
r
1
9
8
8
）
や
ド
イ
ツ
E
h
m
e
r
2
0
0
1
）
、
ア
メ
リ
カ
（R
u
g
les
1987
）、
日
本
（
平
井
、
二
〇
〇
三
、
近
刊
）
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
本
研
究
と
の
関
連
に
お
い
て
も
非
常
に
興
味
深
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
８
）
「
近
居
」
と
は
、「
同
居
」「
近
所
に
住
ん
だ
」「
離
れ
て
住
ん
だ
」
と
い
う
選
択
肢
か
ら
「
近
所
に
住
ん
だ
」
を
主
観
的
に
選
択
し
た
ケ
ー
ス
の
こ
と
で
あ
る
。
９
）
第
四
節
の
表
６
、
表
７
よ
り
、
子
ど
も
が
一
時
間
以
内
に
住
ん
で
い
る
割
合
が
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
週
に
一
回
以
上
会
う
の
が
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。（
一
時
間
以
上
か
か
る
人
が
あ
ま
り
会
っ
て
い
な
い
と
仮
定
す
れ
ば
）
一
時
間
以
内
に
住
ん
で
い
る
人
の
う
ち
、
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
週
一
回
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